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11. フィリピンにおけるマメ科およびネムノキ科有用樹の種子発

芽促進処理技術

〔要約〕フィリピンの荒廃草地造林に広範に用いられるネムノキ科Leucaena属を含む有用樹は、人�
れ加熱処理、 温水加熱処理とその組み合わせにより、 簡易・効率的な種子発芽を促進することができ
る゜
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〔背景・ねらい〕

フィリピン共和国の森林率は、東南アジア諸国の中で最も低位にあり、森林資源の早急な回復が望まれ
ているが、 財政上の困難を抱える政府の林業政策には限界があり、 広範な造林事業に期待をかけること
は難しい。 今後、 森林資源を回復させていくためには、 地域の森林所有者や農民が自発的に森林を造成
し、 利用することが出来るような省力的森林造成技術を開発し、 普及させていくことが重要である。 第
一段階として、 マメ科およびネムノキ科の荒廃草地造林樹種に対する簡便な種子発芽促進技術を開発す
る。

〔成果の内容• 特徴）
l. 乾燥に強く、 荒廃草地造林に適するマメ科およびネムノキ科木本種子は、 給水阻害型の種皮構造を

持ち、 通常播種では高い発芽率を得ることが難しいことから、 適切な発芽促進処理を施すことを必要
とする。

2. 発芽処理試験では、 両科の在来有用樹 8種を選出した後、 播種後に周囲の草本に着火して加熱させ
る火入れ加熱処理、 種子を一定時間温水に浸す温水加熱処理、 砂により種子表面に傷を付ける加傷処
理、 計3種類の処理を試みる。 ネムノキ科Leucaena属の3樹種は、 温水加熱処理により発芽率が著し
く向上し、 高い促進効果が得られる。 荒廃草地に播種造林を行う際の慣行手法である火入れ加熱処理
においても発芽は促進するが、 効果の上では最適温水処理に劣る。（表 ー 1、 図 一 1)。

（成果の活用面・留意点〕
l. フィリピン荒廃草地造林の最重要樹種であるネムノキ科Leucaena属の主要3種について、 発芽速

度、 最終発芽率を著しく向上させる最適温水処理を決定した。 今後、 同種実生苗の簡易、 確実な生産
が可能となる。

2. 火入れ処理の効果が温水処理に劣ることが判明したことから、 荒廃草地で広範に行われている火入
れ播種造林に際しては、 火入れ終了後に最適温水処理を施した種子を播種することにより、 種子の発
芽・定着の確実性をより高められる。

表1 マメ科およびネムノキ科有用樹に対する発芽促進処理の効果

現地名 科名 学名

Mangium ネムノキ科 Acacia mangium

Rain Tree ネムノキ科 Albizia saman

Kupang ネムノキ科 Parkia roxburghii

D1versifolia ネムノキ科 Leucaena diversifolia

Native Ipil-ipil ネムノキ科 Leucaena leucocephala

Giant Ipil-ipil ネムノキ科 Leucaena leucocephala K28

Smooh Narra マメ科 Pterocarpus indicus 

Prickly Narra マメ科 Pterocarpus indicus f echinatus 

発芽促進効果は最終発芽率で評価し、 M叩n-W坤ney検定により判定した（＊は危険率5%有意、 ＊＊は1 %有意を示す）。
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図1 加熱処理によるLeucaena属の発芽促進効果

〔その他〕
研究課題名：在来有用樹の成長を促すカバ ー フォレストの造成技術
予算区分：国際研究「在来有用樹」
研 究期間：平成11年度（平成10 ~ 13年度）

研究担当者：高橋和規·Gascon, A. F 
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